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田 9 号館 4 階の情報科学センター前に展示。写真は同センター提供。
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Network a d Information








































5卒業単位数はその後 1963 年に 152，1970 年に 148，1973 年に
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　表 1　経営学部におけるコンピュータ関連科目
　　　科　目 年 1973 1974 1975
•機械工学概論 2 日下部 　— 　—
電子工学概論 2 日下部 日下部 湯浅
経営機械化論(M) 2 湯浅 湯浅 湯浅
•◦電子計算機総論(H) 2� 　—* 坂本 岡崎
◦ 同 (M) 2� 　—* 岡崎 岡崎
•◦電子計算機各論 3� 　— 坂本 大河内
•◦電子計算機実習 I 2� 大河内 大河内 大河内
•◦電子計算機実習 II 3� 阿部 森 森
プログラミング論 I(H) 2� 大河内 大河内 大河内
◦ 同 (M) 2 岡崎 岡崎 大河内
プログラミング論 II 3 阿部 大熊 大熊
• データプロセッシング論 3� 竹村 　— 　—
• 同　実習 3� 竹村 　— 　—
◦情報処理論 3 　— 竹村 竹村
　 •印は学科新設にあたり廃止，◦印は新設を表す。経営学















8 FUJIC は 1956 年完成。真空管 1700 本を使用した（現在，国立
科学博物館蔵）。当時のコンピュータ開発状況を記す。
　日本初のデジタル式リレー計算機 ETL Mark I は 1952年試作。日
本初の実用リレー式計算機 FACOM 100 は 1954 年完成。世界最初
のプログラム記憶式トランジスタ計算機 ETL Mark III は 1956 年作










　　　科　目 年 1973 1974 1975
数学 (一般教育 必修) 1� (8 展開) (8 展開) (8 展開)
経営数学 I � 黒田, 崎野 黒田, 崎野 大熊, 黒田
武隈, 平野 武隈, 平野 武隈, 平野
清宮 清宮, 大熊 清宮, 植松
植松
◦ 情報管理概論 1� 大河内 大河内 武隈
経営統計学 2 伊東 伊東 伊東, 又城
•◦ 数理統計学 2 崎野 黒田, 崎野 黒田, 崎野
武隈, 平野 武隈, 平野
坂本 坂本
•◦ 経営数学 II 2/3 小田切 小田切 佐藤
黒田, 崎野
武隈, 平野
•◦ OR 2/3 崎野 崎野 坂本
• OR演習 4 大河内 大河内 　—
情報理論 3 大熊 大熊 大熊
◦ 情報管理特講� 3 　— 崎野 崎野
◦ 情報管理特講� 4 　— 　— 坂本
◦ シミュレーション論 4 　— 　— 崎野
• 数値計算論 3� 小田切 　— 　—
◦ 数値解析論 4 　— 　— 佐藤
システム工学 4� 岡崎 岡崎 岡崎
•経営模型計算論 4� 稲川 稲川 　—
•同　演習 4 稲川 稲川 　—
線形計画 4 蔵下 蔵下 蔵下
生産管理論 3 春日井 坂本 　—

































なった。1974(昭和 49)年には FACOM MATE II が教育
用サブシステムとして導入され，学生の自主的な利用に
供されて好評であった。




































































75(50) 75 85(60) 92 95(7) 132
76(51) 107 86(61) 106 96(8) 136
77(52) 98 87(62) 89 97(9) 113
78(53) 111 88(63) 92 98(10) 132
79(54) 106 89(1) 105 99(11) 98
80(55) 87 90(2) 127 00(12) 109
81(56) 93 91(3) 114 01(13) 110
82(57) 79 92(4) 105 02(14) 141
83(58) 97 93(5) 127 03(15) 116














8年を経た 1998(平成 10)年 1月に新・21世紀構想会
議が設置され，翌 1999(平成 11)年 7月には 21世紀構想
12経営学部有志は，学内の理工系人的資源の有効活用を図る「情報












































































コンテンツデザイン (CD) 経営情報分析 (MI)
メディアプロデュース (MP) ITビジネス (IB)
ネットワークシステム (NS) 社会情報 (SI)


















表 4　ネットワーク情報学部 入学者数 卒業者数
年度 志願者 入学者 卒業者
01(13) 2091 250 —
02(14) 3170 280 —
03(15) 2437 261 —
04(16) 2130 258 194
05(17) 2123 250 206
06(18) 1291 261 244
07(19) 1946 273 230
08(20) 1673 319 222
09(21) 2077 293 222
10(22) 2140 245 5
計 21078 2690 1323
入学者は 5月 1日現在の在籍者を表す。
2010年度の卒業者は 9月卒業者のみ。
あとがき
本学の中でコンピュータとの関係を重視する経営学部，
情報管理学科，ネットワーク情報学部という３つの組織
の創設課程を記した。私立大学の経営上の苦心惨憺を強
く印象づけられる。大学は教育機関であるから，学生を
叱咤激励しなければならないが，そっぽを向かれてもい
けない。変化を取り入れるとともに普遍性を追求しなけ
ればいけない。実に微妙なバランスの上にある。
コンピュータの出現は人類に未曾有の変化を引き起こ
している。変化の激しい時代にあって，大学のコンピュー
タ教育は何を指針とすればよいだろうか。
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565
第１次卒業判定まで。
